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要旨
 卒業論文の内容を1ページ以内でまとめる。すべて書き終わってから、最後に書く。目的・提案・実験方法・結果を簡単に説明すればよい。代表的な図を1枚入れる。図の下にはラベルを付ける。
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図: 作成したゲーム画面
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1章 はじめに
この論文を簡単にまとめる。だれのための、なんのための論文かを最初にハッキリさせる。読み手は要旨を読んでいないかもしれないので、要旨と内容が重なってもよい。この論文は何の役に立つのかをハッキリ述べる。映画の場合のプレビュー(予告編)のように、読者に期待を持たせる。
2章以降の章の概要を述べる。2章では、本研究の背景と、現状の問題点について説明する。3章では、本研究の目的と意義について説明する。4章では、提案する手法について説明する。5章では、提案手法の実験方法について説明する。6章では、実験の結果と考察を述べる。7章では、本研究のまとめを行う。8章では、研究の今後の課題と解決方法について述べる。
箇条書きではないので、一文毎に改行はいれない。段落（パラグラフ）使う。段落とは、ある事柄に関する文がまとまったかたまり。段落毎に改行を入れる。
論文の書き方の本を参照することを強く勧める。

2章 背景
研究の背景を説明する。必要な技術の説明や定義もハッキリさせておく。根拠となる参考文献[1]を十分に示す。参考文献は論文で出てくる順番に番号を振る。
図や写真をふんだんに使う。図の場合は下、表の場合は上にラベルを必ず入れる。図や表は通し番号を付ける。図の通し番号は、章.番号のように章ごとにつける(図1.1)。表も同じだが、図とは独立して番号を付ける(表1.1)。
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表1.1: 表の例
図1.1: 図の例
背景では、なんらかの問題点を示し、この問題点を解決することを3章の目的で説明する。物語の場合、敵役の魔法使いがお姫様をさらって、国王を脅迫しているところ。読者に同じ問題を共有させて、この問題を解決する必要性を理解してもらう。
3章 目的
研究の目的を説明する。2章の背景で示された問題点を取り上げ、解決することを目的とする。4章の提案は、この目的を達成するための提案でなくてはならない。6章の結果では、この目的をどの程度達成できかたについて考察しなくてはならない。
個人的な興味やスキル向上は研究目的ではない。興味やスキル向上は大学での学習における個人的な動機や達成目標かもしれないが、研究の目的にはなりえない。
研究目的は、この論文の読者、あるいは社会に対して、役に立つことでなくてはならない。この研究を行うことによって、自分以外のだれに役立つのか、どんな時に役立つのかをハッキリさせる必要がある。目的がはっきりしていないと、この後の提案も実験も結果の考察の意味もぼやけてしまう。
物語で言えば、問題を解決するための第一目標をハッキリさせる。それは、お姫様を助けることなのか、魔法使いを倒すことなのか、脅迫されて狂った国王をどうにかすることなのか。複数の問題を同時に解決しようとすると、解決方法が複雑になりうまくいかないので、第一目的は一つにしぼる。第二目的、第三目的があっても良いが、優先度をハッキリさせる。
4章 提案
3章の目的を達成するための提案を説明する。5章で提案の実装方法やプログラミングを説明するため、ここでは、設計やアルゴリズムなど、提案の概念や意味の部分について説明する。ここでも図や数式を積極的に活用し、手法について詳しく説明する。
特に、アルゴリズムや使用するデータの形式、プログラムの入力および出力の様式など、プログラミング言語に依存しない形で詳しく説明する。また、なぜ今回の提案が一番良いと思われるのか、今回の提案の期待される効果などについても述べる。
最終的な提案にたどり着く前の失敗や、検討した他の手法なども説明することにより、提案手法に至った論理的な流れや根拠を示すことができる。

5章 実験
4章の提案をどのように実装し、どのように実験して評価したかを詳しく説明する。プログラミング言語やシステムの説明を行う。また、評価をどのように行ったのか、アンケートを行った場合は、どんなことを調べるためにどんなアンケートを用意したのかなど説明する。アンケートの具体的な結果は、6章で説明する。
他の人が追加実験できるように、詳しく、具体的に説明する。プログラムのソースコードは、付録に載せるが、特に重要なソースコード部分は、この章に載せてよい。
6章 結果
5章で説明した実験の結果を説明する。評価を行った場合は、評価の結果、アンケートを取った場合は、アンケートについて詳しく説明する。アンケートの場合は、何人でどんな年齢や性別の構成などについても説明し、具体的なアンケートの取り方なども説明する。
結果は、表や図としてわかりやすく説明し、結果のポイントや良かったか悪かったなどの考察などについても述べる。
7章 まとめ
この論文全体のまとめを行う。要旨と重なる部分が多くても良い。この研究は、何のために、どんな問題を、どんな方法で解決を試みたか、結果はどうだったか。目的に対して、どれくらい達成できたのか。
特に、どんな新しい発見があったのか、それはだれに対して、どんなに役立つのか。あるいは、将来の研究に今回の発見がどれだけ重要かを述べる。
8章 今後の課題
今後の課題は、研究の失敗箇所を数え上げるのではなく、研究結果を踏まえ、さらに改善するには、どんなところを検討するべきかについて前向きに述べる。あるいは、この研究をさらに先に進めるならば、どんなことをするべきか。この研究はどんな応用が考えられるか。この研究を引き継ぐ人に対するアドバイスも含め、なるべく具体的な提案を行う。
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